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ライフデザイン学科 泉　浩徳
Izumi　Hironori

教　授 社会福祉学修士 ・ 障害者が働く意味の考察 ～エンゲルス，内山，竹内らによる労働
観の検証から～
今治明徳短期大学研究紀要３６　P39-46（2013.3）

・ 成年後見制度における公的費用補助に関する実証的研究
～成年後見利用支援事業普及のための課題と改善点～
愛媛女子短期大学第22号紀要p1～11（2011.5）

・ 社会福祉形成史と現状課題
（共著）学文社p.8～17 （分担：井村圭壮・相沢譲治他）　（2011.3）

・ 司法福祉学から見る知的障害者に対する刑務所における矯正教
育の実証的研究
（共著）福祉倫理学術研究論集第2号ｐ.27～36 （分担：原田和明
）（2010.10）

・ 専攻学科別にみる社会福祉のイメージと履修動機比較
（共著）愛媛女子短期大学第21号紀要p.21～28（分担：藤田益伸）
（2010.3）

ライフデザイン学科 藤田　正隆
Fujita Masataka

教　授 栄養学修士 ・ 学生が中心となって地域住民と交流する「食育推進プログラム」の
取り組みについて
今治明徳短期大学研究紀要44　pp.47～60（2021.3）

・ 地域志向科目「栄養指導論実習」授業の取り組みについて
今治明徳短期大学研究紀要40　pp.1～12（2017.3）

・ 災害食を考える　－身近な食品を災害時に利用する方法－
（共著）今治明徳短期大学研究紀要39　pp.21～32（2016.3）

・ 愛媛県総合保健協会における特定保健指導の取り組みについて
平成２２年度愛媛県地域保健研究(2011.2.5)

・ 職域健診受診者のメタボリックシンドローム該当者の割合と生活習
慣結果について
平成21年版愛媛県総合保健協会年報(2009～2010年版）

ライフデザイン学科 内藤　一郎
Naito Ichiro

教　授 医学博士 ・ 着色こんにゃくの開発とその応用
（共著）今治明徳短期大学研究紀要44　pp.81-88（2021.3）

・ 「Alport症候群」、腎生検病理アトラス(分担執筆)、pp.189-192、東
京医学社、東京、(2010.９)

・ 腎生検病理診断法　遺伝性腎炎に伴う病変　Alport症候群、腎と
透析、56巻、2号、pp,170-179(2004.2)

・ 細胞外マトリックスの分子病理学　基底膜機能と疾患、細胞、35
巻、4号 (共著）pp.126-131(2003.4)

・ Human collagen XV is a prominent histopathological
component of sinusoidal capillarization in hepatocellular
carcinogenesis. Int J Clin Oncol. 2016 Apr;21(2):302-9. 　(共著）

ライフデザイン学科 藤井　皆子
Fujii Minako

准教授 学士（法学） ・ 外来点滴針穿刺における患者のストレス度の検討並びにその対策
(共著)　ヘルス出版　臨床看護　（2013.１１）

ライフデザイン学科 ・ 短大生の食に関する意識と実態
（共著）　今治明徳短期大学研究紀要33　pp.59-68(2009.3）

・ 短大生の健康状態調査における学科専攻別分析
（共著）　今治明徳短期大学研究紀要32　pp.1-10（2008.3）

・ 短大生の自由献立における野菜摂取状況
（共著） 今治明徳短期大学研究紀要30 pp.31-42 (2006.3)

ライフデザイン学科 牛尾　佳子
Ushio  Yoshiko

外国語教育学修士 ・ 話し言葉コーパスを用いた程度副詞「かなり」と「相当」の
比較研究　　　―「直接」と「間接」の観点から―
今治明徳短期大学研究紀要44　pp.1-12（2021.3）

・ 程度副詞「かなり」と「相当」の比較研究
-『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を活用して』－
今治明徳短期大学研究紀要43　pp.45-62（2020.3）

・ 日英対訳で学ぶ留学生のためのカタカナ語1－コロケーショ
ンと合成語を究める－(共著)、pp.111－122、関西大学出版
部、(2011.3)

ライフデザイン学科 ・ 愛顔つなぐ愛媛国体・今治市おふるまい活動参加の取組 ～郷土
料理お継承と新しい味の開発～
今治明徳短期大学研究紀要41　pp.81-90（2018.3）

・ 地域の高齢者と料理を通して交流を深める
（共著）今治明徳短期大学研究紀要39　pp.69-79（2016.3）

農学修士

准教授

教員の学位及び業績

著　書　・　論　文

竹田　貴好
Takeda　Takayoshi

講師

中居　由香
Nakai  Yuka

准教授
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ライフデザイン学科 上村　友希
Uemura　Yuki

講師 修士（医療福祉学） ・ 島しょ部における介護予防の取り組みについて
今治明徳短期大学研究紀要43　pp.37-44（2020.3）

・ ターミナル期における「食べる」ことへの支援
～「お食い締め」の取り組みと介護職の役割～
今治明徳短期大学研究紀要40　pp.13-22（2017.3）

・ ピック病専門グループホームにおけるケア構築のプロセスとその支
援要因について 広島国際大学医療福祉学科紀要 pp.69-78
（2013.03）

ライフデザイン学科 韋　敏
Wei Min

講師 教育学修士

ライフデザイン学科 ・ 地域の高齢者と料理を通して交流を深める
（共著）今治明徳短期大学研究紀要39　pp.69-79（2016.3）

ライフデザイン学科 家政学士

ライフデザイン学科 石見　和子
Iwami　Kazuko

講師 ・ 着色こんにゃくの開発とその応用
（共著）今治明徳短期大学研究紀要44　pp.81-88（2021.3）

・ オリジナルレシピから創造性を学ぶ試み
　-『今治ブレストショコラ』レシピ再現を通して-
今治明徳短期大学研究紀要43　pp.45-62（2020.3）

・ 河内晩柑果皮の菓子への利用に関する研究
（共著）今治明徳短期大学研究紀要42　pp.23-38（2019.3）

・ 地元特産品を使った菓子開発のプロセス～柑橘活用への取り組
み～
今治明徳短期大学研究紀要41　pp.69-80（2018.3）

ライフデザイン学科 中山　光成
Nakayama Kohsei

講師 博士（経営学） ・ 日本人と外国人のピクトグラム認知度の比較
今治明徳短期大学研究紀要44　pp.13-22（2021.3）

・ 旅客機の緊急着水時における避難行動に関する研究」
『高崎経済大学論』集　第56巻4号、高崎経済大学経済学会、
pp.75-88(2014.3)

・ 「北陸トンネル」の列車火災発生時の避難行動に関する研究
 『高崎経済大学論』集　第58巻1号、高崎経済大学経済学会、
pp.1-12(2015.6)

・ クルーズ旅客船の火災発生時における乗客の避難に関する研究
（査読付）　(共著)　　『日本航海学会論文集』　第133巻、日本航海
学会、pp.12-19(2015.12)

・ 旅客船の転覆事故における避難行動に関する研究
（査読付）(共著)　『日本航海学会論文集』　第134巻、日本航海学
会、pp.19-26(2016.6)

ライフデザイン学科 杉本　詠二
Sugimoto　Eiji

講師 学士（福祉経営学） ・ 介護福祉士養成課程学生と栄養士養成課程学生の同一授業に
対する理解および関心の違いについて　　（開学５０周年記念特集
号）　（共著）　松山東雲短期大学研究論集45　pp.71-78(2015.3)

・ 介護実習記録における教育効果の一試行：学生お学習意欲の向
上と科日間連携の取り組み　（開学50周年記念特集号）　(共著）
松山東雲短期大学研究論集45　pp.37-47(2015.3)

・ 多角的カメラを活用した効果的な介護技術の習得方法の一考察
（共著）　　松山東雲短期大学研究論集44　pp.15-20(2014.3)

・ 認知症高齢者の"BPSD"に対応する技術習得トレーニング方法の
一試行　松山東雲短期大学研究論集44　pp.1-14(2014.3)

・ 介護職員の介護福祉士資格取得に関する意識の現状と課題
松山東雲短期大学研究論集42　pp.15-22(2012.3)

ライフデザイン学科 藤岡　美智子
Fujioka Michiko

講師 社会福祉学士

ライフデザイン学科 大成　経凡
Onaru Tsunehiro

講師 学士（社会教育学）

ライフデザイン学科 角田　泰啓
Sumida Taikei

講師 修士（理学）

井上　弘美
Inoue　Hiromi

講師

渡邉　陽子
Watanabe　youko

講師
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幼児教育学科 井上　浩二
Inoue Kouji

教授 教育学修士 ・ 柳田教育学と社会科教育論
青葉図書　（1986.5）	

・ 「子どものため」の教育改革―教育課程と地域との連携に着目して
―	
（共著）	松山大学論集　第30巻第6号　pp.69-89　（2019.2）

幼児教育学科 寺川　夫央
Teragawa　Fuo

教授 教育学修士 ・ 学生の授業時間外学修の促進と主体的な学びに向けた取組み
　―３年間の調査にみる年度と学年の差異―
今治明徳短期大学研究紀要44　pp.89-102（2021.3）

・ 地域志向科目「地域と子育て支援」における学生の学び
―地域に貢献する保育者の養成を目指した２年間の教育実践を

振り返る―
(共著）今治明徳短期大学研究紀要44　pp.103-117（2021.3）

・ 授業時間外学修の促進を試みた授業実践の成果と課題
-短期大学における３年分の学生への質問紙調査から　－
今治明徳短期大学研究紀要43　pp.13-24（2020.3）

・ 保育者養成学科の学生における職業キャリアの成熟とアイデン
ティティ　－短期大学１年次および２年次における縦断的調査の結
果から　－  今治明徳短期大学研究紀要36　pp.29-38（2013.3）

・ 青年期における身体意識について
―短大生男女を対象とした質問紙調査から―
今治明徳短期大学研究紀要33　pp.31-44（2009.3）

・ 短大生の食に関する意識と実態
（共著）　今治明徳短期大学研究紀要33　pp.59-68(2009.3）

・ 短期大学の学生相談に関する調査研究
ー今後の学生相談、学生支援に向けてー
（共著）　今治明徳短期大学研究紀要32　pp.41-50（2008.３）

幼児教育学科 相澤　みゆき
Aizawa Miyuki

准教授 児童学修士 ・ 領域「健康」における保育教材作成と保育現場の評価からの学生
の学び
今治明徳短期大学研究紀要４４　pp.61-72（2020.3）

・ 本学幼児教育学科における保育実習（保育所）指導の検討
～保育実習指導終了後のアンケートから～
今治明徳短期大学研究紀要43　pp.25-36（2020.3）

・ 保育士養成課程における保育所実習のあり方
～事後指導での自己評価を通して～
今治明徳短期大学研究紀要42　pp.53-58（2019.3）

・ 保育者養成における専門的実践力を養うための授業方法の検討
～保育課程論および図画工作での実践からの学びの考察～
今治明徳短期大学研究紀要40　pp.23-30（2017.3）

・ 小児病棟で働く保育士の活動実態と病棟保育で役立っている保
育士としての教育や経験　　小児保健研究2013　Vol.72 №4
pp.558-563
(2013.7)
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幼児教育学科 十河　治幸
Sogo Haruyuki

講師 学術修士 ・ 短期大学における音楽教育についての試論
　―弾き歌いの習得に焦点をあてて―
今治明徳短期大学研究紀要44　pp.73-80（2021.3）

・ 地域志向科目「地域と子育て支援」における学生の学び
―地域に貢献する保育者の養成を目指した２年間の教育実践を

振り返る―
(共著）今治明徳短期大学研究紀要44　pp.103-117（2021.3）

・ 認知症高齢者の歌唱に関する一考察
（共著）甲南女子大学研究紀要第５０号人間科学編pp.43-49
（2014.3)

・ 受動的音楽療法の意義―マインドフルネスの視点から
（共著）神戸女学院大学大学院人間科学研究科心理相談室紀要
第15号pp.3-10（2014.3）

・ 楽曲の特性とそれがもたらす聴取者の気分変動に関する基礎研究
神戸大学大学院修士論文（2000.3）

幼児教育学科 濱田　栄子
Hamada　Eiko

講師 学士（人間科学） ・ 地域志向科目「地域と子育て支援」における学生の学び
―地域に貢献する保育者の養成を目指した２年間の教育実践を
振り返る―
(共著）今治明徳短期大学研究紀要44　pp.103-117（2021.3）

幼児教育学科 松田　文春
Mastuda Fumiharu

講師 教育学修士


